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　この地方の地質研究は、大正時代から活発であった。大正11

（1922）年大野作太郎によって田穂吉野坂（通称カライワ）の

石灰岩中からアンモナイトの化石が発見された。鑑定の結果、

中生代下部三畳紀ミーコセラス層（２億５千万年前から２億４

千万年前まで）であることが当時日本国内では初めて確認さ

れ、田穂層は四国の地質構造研究をはじめ地質学上貴重な資料

であることが知られるようになった。

　この層中から現在発見されているものは、発見者大野氏の名

をつけたアナシビリテス・オーノイ、田穂の地名をつけたヘミ

プリオス・タホエンシスなどのアンモナイトである。

　なお、この地方は県内における化石の宝庫であり、年々訪れ

る見学者や研究家は多い。

たほのせっかいがん
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